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○民生委員・児童委員のご紹介
○業務改善助成金拡充のご案内
○子育て世帯への各種別給付金について
○ひきこもり支援 出張相談開催お知らせ
○南紀熊野ジオパークフェスタ開催について
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○確定申告・町民税・県民税の受付ご案内

○民生委員・児童委員のご紹介
○業務改善助成金拡充のご案内
○子育て世帯への各種別給付金について
○ひきこもり支援 出張相談開催お知らせ
○南紀熊野ジオパークフェスタ開催について
○介護予防推進について
○ねんきんネットのご案内
○確定申告・町民税・県民税の受付ご案内
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叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ

れ
、
上
富
田
町
か
ら
は
次
の

方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
秋
の
叙
勲

旭
日
双
光
章

　（
中
小
企
業
振
興
功
労
）

　
和
歌
山
県
商
工
会
連
合
会
理
事

　
　
長
井
　
保
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
73
歳
　
朝
来

　
平
成
24
年
か
ら
和
歌
山
県
商

工
会
連
合
会
理
事
に
就
任
さ
れ

て
以
来
、
長
き
に
わ
た
り
努
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
、

県
下
の
商
工
業
の
発
展
と
地
域

の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

第
39
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

　
元
和
歌
山
県
警
部

　
　
千
間
　
正
明
さ
ん

　
　
　
　
　
73
歳
　
生
馬

　
昭
和
43
年
4
月
に
和
歌
山
県

巡
査
を
拝
命
さ
れ
て
以
来
、
平

成
22
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
42

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
そ
の
強

い
正
義
感
、
使
命
感
を
持
っ
て

昼
夜
を
問
わ
ず
警
察
職
務
に
精

励
さ
れ
ま
し
た
。

業務改善助成金　拡充のご案内

　事業場内で最も低い賃金の引上げ、設備投資等

を行った中小企業・小規模事業者等にその費用の

一部を助成する制度です。

　令和４年９月１日から原材料費の高騰などで利

益が減少した事業者に特例を適用、最低賃金が低い

事業者への助成率の引き上げなどの拡充を行ってい

ます。

　令和４年 12 月 12 日から助成上限を引き上げ

（30 人未満）、助成対象経費の拡大などの拡充を

行っています。なお、申請期限が令和５年３月 31

日まで延長されました。

問 和歌山労働局　雇用環境・均等室
☎０７３- ４８８- １１７０

　 または、業務改善助成金コールセンター

☎０１２０- ３６６- ４４０

○Ｑ

業務改善助成金とは

＋ ▷事業内最低賃金の引上げ 業務改善助成金を支給
設備投資等

機械設備導入、コンサルティング、
人材育成・教育訓練など

民生委員・児童委員のご紹介

主任児童委員

昨年 11 月末をもちまして、民生委員・児童委員の一斉改選が行われました。

令和４年 12 月 1 日から令和７年 11 月 30 日まで 3年間の任期で、民生委員・児童委員として厚生労働大臣の委嘱を受けられました。

中本　多比子

犂　　健太郎

岡村　はつ子

岩見　賢

道本　敦子

武田　弘子

中垣　加代子

堀　　高典

隠岐　敬子

山崎　一光

梅谷　剛士

岩本　岩男

山片　結美

山本　晴大

宇井　利夫

薮内　隆

中嵜　正隆

森岡　洋二

和田　幸太郎

副井　洋生

岩崎全域

南紀の台の一部

南紀の台の一部

南紀の台の一部

パブリック

峠、大内谷、緑ヶ丘

鳶野、新川

平和、愛和、睦、学園団地

第２丹田台、丹田台団地、県営住宅、第３丹田台

梅田、西山、東、駅前北、駅前南

丹田台の一部

丹田台の一部、観音台（大坪台）

六前、六部、観音台（大坪台除く）

中央、中心、馬川、ひかり、下内代、ひだまり

旭、金屋、六中

樫ノ木、共栄、飛曽川、飛曽川団地、日ノ出、馬ノ谷、第２朝日

日ノ丸、あらぼり、交和、栄

水穂、水穂団地、畑、はまゆう、牟婁さくら園

本郷

山王、生馬口、栗ヶ谷、生馬橋住宅、救馬谷の一部

木村　勝彦

出水　精一

笠松　一令

前川　郁夫

杉野　彰宏

羽山　建二
嵯峨　進介

宮本　尚子

米田　美惠子

平井　和子

新田　光洋

脇田　由紀子

三栖　真智子

木下　英夫

山本　睦照

三栖　博明

池田　秀明

嵯峨　紀子

小倉　悦子

深見　昌子

中根、救馬谷の一部

稗田、鳥渕、大宮、愛の園

立平

下田熊、上田熊

大坊１、三宝寺、南紀医療福祉センター等施設

大坊２

大坊３、尾崎

上岩田１、上岩田２

上岩田３、深和ホーム

深見、元ノ尾、ひばりヶ丘、中島住宅

射矢ノ谷、中島、ラ・フォーレ岡、県住岡団地

小郷、奥草、葛原、岡川

畑山、下ノ岡

中ノ岡、宮ノ尾

両平野、小山

根皆田、後代の一部

汗川、後代の一部

下鮎川全域

全町

全町

委員名 担当地区 委員名 担当地区

問福祉課福祉班（⑤番窓口） ☎ 34-2373
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叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



と
「
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
子
育

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
」
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
し
か

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問 

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

　
現
在
、
南
紀
白
浜
空
港
は
、

東
京
（
羽
田
）
と
１
日
３
往
復

６
便
の
定
期
便
で
結
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
県
で
は
、
利
便
性
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
増
便
に

向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
へ
の
各
種
特
別
給
付
金
　

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

令
和
５
年
２
月
（
１
か
月
間
）

南
紀
白
浜
＝
東
京
（
羽
田
）

の
臨
時
便
が
運
航
予
定

南紀白浜＝東京 ( 羽田 )　時刻表

　
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子

育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
今
年
度
は
２
種
類
の
特
別
給
付
金
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
不
要
で
給
付
を
受
け
ら
れ
る
方
に
は
す
で
に
支
給
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
給
付
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、
申
請
が
必
要
な
方
は
、
期
限
ま
で
に

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
の
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金

対 

①
令
和
４
年
４
月
分
以
降
の

児
童
手
当
ま
た
は
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
方
で
、
令
和
４
年
１
月

以
降
の
収
入
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
相

当
の
収
入
と
な
っ
た
方

②
職
場
で
児
童
手
当
を
支
給
さ

れ
て
い
る
公
務
員
の
方
で
、

所
得
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

③
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
19
年
４
月
１
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
児
童
を
養
育
す

る
方
で
、
所
得
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

所
得
要
件

 •

令
和
４
年
度
住
民
税
（
均
等

割
）
非
課
税
の
方

 •

令
和
４
年
１
月
以
降
の
収
入

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
急
変
し
、
住
民
税

非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ
た

方時 

２
月
28
日
㊋
ま
で

※
令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
手

当
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
認
定
を
受
け
た
方
は
、

３
月
15
日
㊌
ま
で

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

対 

①
公
的
年
金
給
付
等
（
遺
族

年
金
、
障
害
年
金
等
）
を
受

給
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

な
い
方
（
児
童
扶
養
手
当
に

係
る
支
給
制
限
限
度
額
を
下

回
る
方
に
限
る
）

②
令
和
２
年
２
月
以
降
の
収
入

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
急
変
し
、
児

童
扶
養
手
当
支
給
の
対
象
と

な
る
水
準
に
下
が
っ
た
方

時 

２
月
28
日
㊋
ま
で

※
「
住
民
税
非
課
税
の
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」

　
２
月
の
一
ヶ
月
の
間
、
南
紀

白
浜
＝
東
京
（
羽
田
）
線
の
臨

時
便
が
運
航
さ
れ
、
１
日
４
往

復
８
便
と
な
り
ま
す
。

　
臨
時
増
便
分
は
料
金
が
安
く
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

和
歌
山
県 

県
土
整
備
部 

港
湾
空
港
局 

港
湾
空
港
振
興
課 

☎ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
３
１
５
４

東京→南紀白浜 南紀白浜→東京

07:45 → 09:05 08:20 → 09:20

11:40 → 12:55 09:45 → 10:45

16:30 → 17:45 13:55 → 14:40

17:30 → 18:45 18:25 → 19:30

※ 臨 時（2/1 ～ 21，
2/23 ～ 27）

※ 臨 時（2/2 ～ 22，
2/24 ～ 28）

○臨

○臨
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放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が

ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
２
０
２
３
年
４
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
資
料
を
送
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
学
生
の
種
類

〈
教
養
学
部
〉

 •

科
目
履
修
生

　
　
６
ヵ
月
在
学
し
、
希
望
す

　
　
る
科
目
を
履
修

 •

選
科
履
修
生

　
　
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す

　
　
る
科
目
を
履
修

 •

全
課
履
修
生

　
　
４
年
以
上
在
学
し
、
卒
業

　
　
を
め
ざ
す

〈
大
学
院
〉

 •

修
士
科
目
生

　
　
６
ヵ
月
在
学
し
、
希
望
す

　
　
る
科
目
を
履
修

 •

修
士
選
科
生

　
　
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す

　
　
る
科
目
を
履
修

出
願
期
間

〈
第
１
回
〉
２
月
28
日
ま
で

〈
第
２
回
〉
３
月
14
日
ま
で

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
）

h
ttp

s://w
w

w
.o

u
j.ac.jp

問 

放
送
大
学

和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
‐
４
３
１
‐
０
３
６
０

　
上
富
田
町
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト
ツ

リ
ー
「
ひ
な
た
の
森
」
に
委
託
し
、
共
同
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
出
張
相
談
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
相
談
と
同
時
に
、
南
紀
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
就
職
氷
河
期
世
代
（
40
歳
代
）
の
方
を
対
象

と
し
た
就
職
相
談
も
実
施
し
ま
す
。

時 

２
月
10
日
㊎

　
　
　 

13
時
30
分
～
15
時

場 

町
役
場
内
　
１
階
会
議
室

対 

町
内
在
住
で
、
ひ
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る
本
人
と
そ
の
家
族

申 

直
接
お
越
し
い
た
だ
い
て
も

け
っ
こ
う
で
す
が
電
話
で
の
事

前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

相 

福
祉
課
　
福
祉
班
　

（
⑤
番
窓
口
）

平
日
㊊
～
㊎　
　
　
　
　
　

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分
　

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

su
p
p
o
rt-seik

a
tsu

@
to

w
n
.

k
am

ito
n
d
a.lg

.jp

不
登
校
・
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え

る
若
者
の
『
家
族
の
つ
ど
い
』

　
ひ
き
こ
も
り
等
の
状
態
が
長

く
続
く
と
、
本
人
だ
け
で
な
く

家
族
も
不
安
を
つ
の
ら
せ
た
り
、

息
づ
ま
り
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
家
族
同
士
が
、
同

じ
悩
み
や
体
験
な
ど
を
分
か
ち

合
い
、
交
流
す
る
場
と
し
て
『
家

族
の
つ
ど
い
』
を
開
催
し
ま
す
。

主
催
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト

ツ
リ
ー
「
ひ
な
た
の
森
」
で
す
。

時 

２
月
４
日
㊏

　 
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 
田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー

　 

　
　
２
階
会
議
室
１

対 

ご
家
族
の
方
ど
な
た
で
も
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

申 

電
話
に
よ
る
事
前
予
約

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
、
災
害
等
の
影
響
に
よ
り
日

程
は
変
更
や
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

相 

ひ
な
た
の
森

　 

平
日
㊊
～
㊎
　
９
時
～
18
時

☎ 

３
３
‐
７
８
５
０

場 

田
辺
市
高
雄
１
丁
目
３
番
27
号

内 

居
場
所
の
提
供
・
個
別
相
談
等
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放
送
大
学
入
学
生
募
集

【
ひ
き
こ
も
り
支
援
】
出
張
相
談 

開
催
の
お
知
ら
せ



時 

２
月
18
日
㊏

10
時
～
15
時
30
分

場 

新
宮
市
文
化
複
合
施
設

｢

丹

鶴
ホ
ー
ル｣

、
丹
鶴
体
育
館
（
新

宮
市
下
本
町
２
‐
２
‐
１
）

費 

無
料

内 

講
演

　 

講
師
　
倉
本 

真
一 

氏

演
題

　「
ち
き
ゅ
う
」
紀
伊
半
島
沖

掘
削
が
明
ら
か
に
し
た
不
都
合

な
真
実

ブ
ー
ス
出
展

　
各
種
活
動
発
表
・
展
示
、
地

元
に
根
ざ
し
た
地
場
産
品
な
ど

の
物
産
展

問 

〒
６
４
９
‐
３
５
０
２

串
本
町
潮
岬
２
８
３
８
‐
３

南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
（
和
歌
山
県
立
南
紀
熊
野

ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
７
３
５
‐
６
７
‐
７
１
０
０

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
中

止
や
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
、
当
ジ
オ
パ
ー
ク
の
主
要

部
分
を
占
め
る
吉
野
熊
野
国
立
公
園
と
連
携
し
、
地
域
関
係
者
の
理
解
・

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
環
境
省
近
畿
地
方

環
境
事
務
所
の
共
催
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
ジ
オ
パ
ー
ク
と
国
立
公
園

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

6,190円

3,190円

　詳細については、和歌山労働局労働基準部賃金室（TEL 073-488-1152）か、

最寄りの労働基準監督署へお問い合わせください。　

和歌山県最低賃金　時間額889円
　効力発生日　令和４年１０月１日

『和歌山県最低賃金が改定されました』

第
10
回
　
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ
の

開
催
に
つ
い
て
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ジオサイトの 1 つ富田川の川替え跡

【カード】住民課 住民・環境班(①番窓口) 【ポイント】振興課 企画・商工観光班(⑧番窓口)　☎47－0550問

選んだ決済サービスの
利用・チャージで +
最大5,000円分

最大20,000円分の

上富田町のマイナンバーカード申請率は74.9％（12月末時点）になりました。
あなたもこの機会にマイナンバーカードをつくって、マイナポイントの申し込みをしませんか？

健康保険証としての
利用申込みで
7,500円分

+ ＝
公金受取口座
の登録完了で

マイナポイントがもらえる

決済サービスで使える

7,500円分

マイナポイント第２弾の対象となる
マイナンバーカードの申請期限は令和５年２月２８日○です火

マイナンバーカード・マイナポイント　休日・夜間窓口もご利用ください

※住所異動の手続きや住民票・戸籍等の発行は行えません。
　手続きに必要なものは事前にお問い合わせください。

時

場

休日：２月２６日○　午前９時～正午、午後1時～午後４時
夜間：２月２・９・１６日　毎週木曜日（祝日を除く）　午後７時まで
役場特設窓口（正面玄関を入ってすぐ）

日



　　　　　　

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

4月14日㊎

4月15日㊏

4月16日㊐

4月23日㊐

5月19日㊎

5月20日㊏

5月21日㊐

9月28日㊍

9月29日㊎

11月24日㊎

11月25日㊏

11月26日㊐

　集団健診での受診を希望される方は、２月上旬に発送した「集団健(検)診申

込書」にご記入のうえ、保健センターへ提出してください。

　また、右のQRコードからでもお申し込みができます。

　30歳代で上富田町国保に加入されている方は、令和５年度から集団健診で

特定健診が受診できます。

２０２３年度　集団健診の

　　　　　　　　　　　　　　　申し込みが始まります！

特定 肝炎 胃
（バリウム）

大腸 肺 子宮 乳実　施　日 場　　　　所

パブリックヘルスリサーチセンター

和歌山診療所(元市ノ瀬診療所)

パブリックヘルスリサーチセンター

和歌山診療所(元市ノ瀬診療所)

けんぽ

けんぽ

Ｑ

期限：２月２０日㊊

※○：実施　／：実施なし　　※けんぽ：全国健康保険協会（協会けんぽ）の被扶養者（ご家族）のみ対象
※申し込み多数の場合、随時受付を終了する場合がありますのでご了承ください。

　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
（
Ｍ
Ｒ
）
Ⅱ
期
の
予
防
接
種

は
済
ま
せ
ま
し
た
か
？

　
定
期
予
防
接
種
の
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す
。
自
分
を
守
る

た
め
、
周
囲
に
う
つ
さ
な
い
た

め
に
も
、
ま
だ
接
種
で
き
て
い

な
い
方
は
早
め
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

期
限

：

３
月
31
日

麻
し
ん

（
は
し
か
）
と
は
？

　
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感

染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
非

常
に
感
染
力
が
強
く
、
免
疫
の

な
い
人
が
感
染
を
受
け
る
と
ほ

ぼ
１
０
０
％
発
病
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
重
症
化
す
る
と

肺
炎
や
脳
炎
を
引
き
起
し
、
命

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

風
し
ん
と
は
？

　
飛
沫
感
染
に
よ
る
急
性
ウ
イ

ル
ス
性
発
疹
症
で
す
。
発
疹
、

発
熱
な
ど
の
症
状
は
比
較
的
軽

い
病
気
で
す
が
、
妊
娠
初
期
に

妊
婦
が
感
染
す
る
と
胎
児
に
ま

で
感
染
し
、
先
天
性
異
常
を
お

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
状
況
に
よ
り
、
予
定

が
変
更
・
中
止
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

平
成
28
年
４
月
２
日
～
平
成

29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
へ

保
健
セ
ン
タ
ー

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

　令和５年２月１６日～３月１５日

行事名 日　　程 場　　所 対　　象

育児相談（２か月）
２月１６日㊍

上富田町

保健センター

令和４年１２月生まれの方

育児相談（１歳） 令和４年１月生まれの方

４か月健診
３月８日㊌

令和４年１１月生まれの方

１０か月健診 令和４年４月生まれの方

育児相談（２か月）
３月９日㊍

令和５年１月生まれの方

育児相談（１歳） 令和４年２月生まれの方

２歳児相談 ３月１５日㊌ 令和２年９月・１０月生まれの方
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
　

　
電
話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅

へ
も
訪
問
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
認
知
症
の
方
や
、
物
忘
れ
が

気
に
な
る
な
ど
、
認
知
症
が
疑

わ
れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族
や
関

係
者
を
対
象
に
、
専
門
職
（
認

知
症
看
護
認
定
看
護
師
と
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
）
に

よ
る
物
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
専

門
医
等
へ
の
受
診
の
助
言
や
対
応

方
法
等
適
切
な
ケ
ア
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
苦
慮
し
て
い
る
症

状
へ
の
対
応
方
法
な
ど
、
専
門
職

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
１
ケ
ー
ス
に
つ
き

30
分
間
と
な
り
ま
す
。

時 

２
月
21
日
㊋

　
　 

13
時
30
分
～
15
時

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

申 

電
話
や
窓
口
に
て
左
記
ま

で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
相
談
内
容
が
他
者
に
漏
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
サ
イ
ン

　「
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ

た
り
聞
い
た
り
す
る
」「
置
き
忘

れ
や
し
ま
い
忘
れ
が
増
え
、
い

つ
も
捜
し
物
を
し
て
い
る
」「
物

の
名
前
が
出
て
来
な
く
な
っ

た
」「
今
ま
で
で
き
て
い
た
家

事
・
計
算
・
運
転
な
ど
に
ミ
ス

が
多
く
な
っ
た
」「
外
出
し
た
り

人
に
会
う
こ
と
を
お
っ
く
う
が

り
嫌
が
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
些

細
な
こ
と
で
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ

た
」
な
ど
、
気
に
な
る
症
状
が

あ
る
場
合
に
は
早
め
の
相
談
が

大
切
で
す
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

２
月
16
日
㊍

　
　
　 

14
時
～
15
時
30
分
　

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０（
代
）

　
介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の

方
が
納
め
る
保
険
料
と
公
費
が

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
介
護
給
付
費
は
、
毎
年
約

２
千
万
円
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
健
康
寿
命
を
で
き
る

だ
け
延
ば
す
こ
と
や
、
要
介
護

状
態
に
な
っ
て
も
重
度
化
し
な

い
よ
う
、
で
き
る
だ
け
維
持
、

改
善
す
る
こ
と
を
す
す
め
て
い

く
た
め
、
上
富
田
町
介
護
予
防

推
進
協
議
会
を
組
織
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
甲
南
女
子
大
学
の
三
栖
翔

吾
先
生
を
お
迎
え
し
、
介
護
予

防
事
業
を
す
す
め
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
内
容
と
し
て
は
、
運
動

習
慣
を
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の

催
し
や
教
室
を
開
催
し
た
り
、

関
係
部
局
と
横
の
つ
な
が
り
を

持
ち
な
が
ら
、
幅
広
い
年
齢
層

や
多
く
の
分
野
・
趣
味
層
の
方

か
ら
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
目
的
に
応
じ
た

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

 

☎
４
７
‐
０
５
５
０（
代
）

　【
先
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

平
成
12
年
3
月

町
立
市
ノ
瀬
小
学
校
　
卒
業

平
成
18
年
3
月

県
立
田
辺
高
等
学
校
　
卒
業

平
成
30
年
4
月

甲
南
女
子
大
学
　
看
護
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

　
理
学
療
法
学
科
（
助
教
）

介
護
予
防
の
推
進
に
つ
い
て

アドバイザー
三栖翔吾先生
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住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

も
の
忘
れ
相
談
会
開
催

の
お
知
ら
せ

介護予防推進会議の様子
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新
春
１
月
３
日
、
上
富
田
文

化
会
館
に
お
き
ま
し
て
二
十
歳

を
祝
う
式
典
が
行
わ
れ
、
華
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
１
０
４
名

が
新
た
な
門
出
に
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
３
名
の
代
表
者

が
「
20
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と

「
謝
辞
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
20
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ尾

﨑
　
空

　
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

は
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
式

典
を
催
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
奥
田
町
長
を
は
じ
め
ご
来

賓
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
お
祝
い
や
激
励
の

言
葉
な
ど
を
い
た
だ
き
、
代
表

し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

状
況
の
な
か
で
も
、
こ
の
よ
う

な
形
で
式
典
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
も
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

　
さ
て
、
二
十
歳
と
い
う
大
き

な
節
目
を
迎
え
た
現
在
、
学
生

と
し
て
勉
強
中
の
人
、
就
職
を

し
て
仕
事
に
毎
日
奮
闘
し
て
い

る
人
、
将
来
の
夢
を
迷
っ
て
い

る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

に
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
自
身
の
目
標
に
向
け
て

歩
ん
で
い
く
な
か
で
、
こ
れ
か

ら
は
よ
り
一
層
、
大
人
と
し
て

の
責
任
を
背
負
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
社
会
人
と
し
て
は
ま
だ

ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、

責
任
の
重
さ
を
感
じ
な
が
ら
も

社
会
の
一
員
と
し
て
精
一
杯
前

に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

　
私
は
高
校
卒
業
と
同
時
に
こ

の
上
富
田
町
を
出
て
、
静
岡
の

大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
こ
の

町
で
得
た
学
び
を
胸
に
、
現
在

は
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
備
え
、

勉
学
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
地

元
に
い
た
と
き
と
は
周
り
の
環

境
も
変
わ
り
、
行
動
の
一
つ
一

つ
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
生
活
で
ど
れ
ほ
ど

先
生
方
や
両
親
に
頼
り
、
守
ら

れ
て
き
た
の
か
を
実
感
し
ま
し

た
。
思
い
返
し
て
み
る
と
、
小

学
校
、
中
学
校
、
高
校
と
何
を

す
る
と
き
も
そ
こ
に
は
両
親
の

支
え
が
あ
り
ま
し
た
。
ず
っ
と

や
っ
て
き
た
サ
ッ
カ
ー
で
は
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
大
学
進
学
の
進
路
を
決
め

る
と
き
に
も
和
歌
山
県
か
ら
出

て
学
び
た
い
と
い
う
私
の
思
い

を
聞
き
入
れ
て
く
れ
、
ほ
ん
と

う
に
の
び
の
び
と
成
長
で
き
る

道
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
感
謝
を
伝
え
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
両
親
以
外
に
も
先
生

方
や
地
域
の
方
々
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
お
世
話
に
な

り
、
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
こ
こ
ま
で
安
全
に
、
安
心

し
て
生
活
で
き
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
で
成
長

で
き
た
こ
と
に
感
謝
を
忘
れ

ず
、
日
々
を
送
っ
て
い
き
た
い

で
す
。 

　
私
は
も
う
少
し
、
両
親
を
は

じ
め
い
ろ
い
ろ
な
方
に
お
世
話

に
な
り
、
勉
学
に
励
む
時
間
を

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
な
か
で

も
っ
と
多
く
の
経
験
を
積
み
、

多
く
の
こ
と
を
知
り
、
成
長
し
、

立
派
な
社
会
人
と
な
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
う
か

こ
れ
か
ら
も
温
か
い
目
で
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

簡

単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
上

で
代
表
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

本
日
は
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
20
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　

川
邉
　
陽
菜

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
、
晴
れ

て
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
様
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

度
は
私
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の

よ
う
な
盛
大
な
式
典
を
催
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
私
は
高
校
卒
業
後
、
大
阪
の

専
門
学
校
に
進
学
し
、
一
人
暮

ら
し
を
始
め
ま
し
た
。
入
学
し

た
こ
ろ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
大
き

く
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
学
校
の
授
業

は
短
縮
授
業
で
あ
っ
た
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
で
あ
っ
た
り
な

ど
、
新
し
い
人
間
関
係
を
深
く

構
築
す
る
こ
と
も
む
ず
か
し
い

よ
う
な
状
況
で
し
た
。
高
校
時

代
ま
で
の
よ
う
に
、
仲
の
良
い

友
人
が
す
ぐ
近
く
に
い
る
と
い

う
わ
け
で
も
な
い
。
帰
り
道
で

す
れ
違
う
地
域
の
方
々
が
、「
お

か
え
り
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

る
こ
と
も
な
く
、
孤
独
感
を
覚

え
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
は
、
一
人
暮
ら

し
を
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
家

族
が
そ
ば
に
い
て
く
れ
た
こ
と

や
、
地
域
の
方
々
と
の
繋
が
り

の
あ
り
が
た
さ
を
強
く
実
感
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
私
の

こ
と
を
誰
よ
り
も
気
に
か
け
て

く
れ
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
く

家
族
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
会
え

た
と
き
は
、
保
存
出
来
る
母
の

手
作
り
の
お
か
ず
や
私
が
好
き

だ
っ
た
お
菓
子
、
応
援
の
言
葉

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
も
の
を
く
れ
ま
し
た
。
お
か

げ
で
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
て

か
ら
も
、
私
は
元
気
に
、
健
康

に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
就
職
活
動
の
際
に
は
、
母

は
そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
父
は
、
お
前
な
ら
大
丈

夫
だ
と
、
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
に
な
っ
た
今
で
も
、
両

親
に
と
っ
て
私
は
ま
だ
ま
だ
子

ど
も
で
、
こ
れ
か
ら
も
支
え
て

も
ら
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
す
。
両
親
に
恩

返
し
が
で
き
る
よ
う
、
大
人
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
励
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
私
は
、
四
月
か
ら
厚
生
労
働

省
の
大
阪
労
働
局
の
職
員
と
し

て
働
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
初

め
て
経
験
す
る
こ
と
や
人
間
関

係
な
ど
大
変
な
こ
と
が
多
々
待

ち
受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

時
に
は
逃
げ
出
し
た
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

祝
　
二
十
歳
を
祝
う
式
典

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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の
と
き
に
は
、
本
日
い
た
だ
い

た
、
お
祝
い
の
言
葉
や
励
ま
し

の
言
葉
を
思
い
出
し
て
、
前
向

き
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
私

は
、
こ
の
上
富
田
町
と
い
う
地

で
、
川
邉
家
に
生
ま
れ
育
つ
こ

と
が
で
き
て
、
幸
せ
に
感
じ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
心
配
や
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
温
か
く
見
守
っ

て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
し
私
た
ち
の
お
礼
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
謝
辞
　
　
　
　
丸
山
　
椰
尋

　
本
日
は
こ
の
よ
う
に
盛
大
な

式
典
を
挙
行
し
、
私
た
ち
を
お

祝
い
く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
祝
い
と
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
町
長

は
じ
め
ご
来
賓
の
皆
様
、
準
備

を
進
め
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
並

び
に
上
富
田
中
学
校
の
皆
様
に

代
表
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
が
こ
う
し
て
、
今
日

と
い
う
門
出
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
先
生
方
、
見
守
っ
て
く

だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
、
そ
し

て
何
よ
り
一
番
近
く
で
愛
を

持
っ
て
育
て
て
く
れ
た
家
族
、

多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
現
在
和
歌
山
県
内
の
大

学
に
通
っ
て
い
ま
す
。
実
家
を

離
れ
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

ま
す
。
年
に
数
回
こ
の
上
富
田

に
帰
っ
て
く
る
と
人
の
温
か

さ
、
自
然
の
豊
か
さ
を
よ
り
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

で
生
ま
れ
育
っ
た
の
だ
と
離
れ

て
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
学
で
は
勉
強
し
な
が
ら

小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
し
て
い
る

野
球
を
続
け
て
い
ま
す
。
高
校

生
の
最
後
の
大
会
で
は
、
全
国

大
会
と
い
う
目
標
が
な
く
な
り

や
り
残
し
た
よ
う
な
感
じ
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
思
い

も
あ
り
、
全
国
大
会
を
目
指
し

毎
日
野
球
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
野
球
を
両
立
さ
せ

な
が
ら
、
い
つ
か
、
こ
の
上
富

田
で
教
員
と
し
て
将
来
の
子
ど

も
た
ち
を
教
え
る
こ
と
を
目
標

に
、
夢
で
あ
る
教
師
を
目
指
し

勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
私
が

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
上
富
田
町

と
い
う
地
域
に
教
員
と
な
っ
て

恩
返
し
が
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
と
同
じ
よ
う
に
学
生

と
し
て
勉
強
中
の
人
、
す
で

に
就
職
を
し
て
仕
事
に
毎
日
奮

闘
し
て
い
る
人
、
ま
だ
将
来
の

夢
を
迷
っ
て
い
る
人
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
２
０
２
２
年
か
ら
成
年
年
齢

が
20
歳
か
ら
18
歳
に
変
わ
り
ま

し
た
。
世
の
中
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
今
、
そ
れ
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

れ
か
ら
多
く
の
壁
に
当
た
る
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し

そ
れ
を
乗
り
越
え
れ
ば
必
ず
自

分
の
人
生
を
豊
か
に
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
将

来
に
期
待
し
、
自
覚
と
責
任
を

持
ち
社
会
人
と
し
て
歩
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私

た
ち
で
す
が
今
後
と
も
温
か
い

目
で
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
代

表
の
謝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◆開 催 日　令和２年２月１６日（日）
◆場　　　　所　市ノ瀬公民館
◆参加対象者　市ノ瀬・下鮎川地区に在住する方
　　　　　　および市ノ瀬公民館サークル等

　青少年育成町民会議主催による新春子ども議会を１月1４

日、町議場で開催しました。

　この事業は、子どもたちに少しでも町の概要や行政に関心

をもってもらおうと始められたもので２１回目を迎えまし

た。町内５小学校の６年生１２人が議員に、議長は朝来小学

校の植本麻央さん、副議長は同じく朝来小学校の吉田結音さ

んが務めました。

　町の本議会と同様の形態で行われた当議会では、子どもの

目線で見たまちづくりや観光、産業振興、環境問題、ICTの活

用などについて質問や提案が出されました。各議員の質問に

対し担当職員が答弁を行いました。

今回参加された小学生議員は次の皆さんです。（順不同、敬称略）

植本　麻央、吉田　結音、山西　陽菜、中島　瑛斗（朝来小）

原　星夏、長尾　柚花（生馬小）

小倉　悠稀、山中　悠聖（岩田小）

吉田　晶、加治　心優（岡小）

土屋　彩乃、畑口　璃乃（市ノ瀬小）

新春子ども議会開催 上富田町青少年育成町民会議



紅
梅
の
古
木
に
花
の
誉
れ
か
な

安
室
　
瑳
枝

秒
読
み
に
食
い
ち
ぎ
る
飛
車
二
月
尽

し
ち
べ
え

親
と
孫
手
を
添
え
散
歩
春
隣

田
中
　
利
典

新
宮
の
港
よ
風
よ
冬
鴎

長
尾
　
則
夫

鶯
や
声
の
つ
な
が
る
里
の
村

初
山
　
紀
子

軽
々
と
ひ
孫
に
抱
か
れ
老
の
春

北
條
　
容
子

機
に
発
し
感
に
敏
な
り
梅
一
重

松
井
　
孝
恵

梅
月
夜
会
ひ
た
き
人
に
会
へ
ぬ
ま
ま

森
　
　
京
子

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

除
夜
の
鐘
家
族
で
鳴
ら
す
幸
せ
を
細
く
長
く
と
願
い
こ
め
つ
つ山

口
さ
と
江

ふ
っ
わ
ふ
っ
わ
の
毛
糸
の
マ
フ
ラ
ー
孫
に
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
が
ね
を
か
け
て
ひ
と
目
ひ
と
目
と稗

田
　
満
代

招
か
れ
し
又
ひ
と
り
テ
ラ
ス
の
一
角
に
遥
か
昭
和
を
語
ら
い
笑
う

稲
田
　
和
代

（
投
稿
歓
迎
）

図書館からのお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

◎2月8日㊌～26日㊐は、年に一度の蔵書
点検です。その間、図書館は休館になり

ます。3月1日㊌から開館します。
◎1 月 25 日㊌からは貸出期間が長くなる
ので、お一人何冊借りていただいても結

構です。

◎2月の「にこにこおはなし会」はお休み

です。次回は3月15日㊌です。
※新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、延期または中止になる場合がありま

すので、予めご了承ください。

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

かがみの孤城　　　

老害の人　　　　　

爆弾　　　　　　　

黒石　　新宿鮫１２

その本は　　　　　

教誨　　　　　　　

君のいた時間　大人の流儀ｓｐｅｃｉａｌ

方舟　　　　　　　

変な絵　　　　　　

８０歳の壁　　　　

辻村　深月

内館　牧子

呉　勝浩　

大沢　在昌

柚月　裕子

伊集院　静

夕木　春央

雨穴　　　

和田　秀樹

又吉　直樹・ヨシタケ　シンスケ

ポプラ社

講談社

講談社

光文社

ポプラ社

小学館

講談社

講談社

双葉社

幻冬舎

蔵書点検に伴う休館日のお知らせ

君
は
ゆ
っ
く
り　

生
ま
れ
た

君
は
ゆ
っ
く
り　

か
ら
を
や
ぶ

っ
た

君
は
よ
ち
よ
ち　

歩
き
だ
し
た

君
は
早
く　

育
っ
た

君
は
早
く　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
し
た

君
は
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン　

走
っ
た

そ
れ
で
も

君
は
ぼ
く
に
あ
ま
え
る

小
さ
か
っ
た
あ
の
と
き
み
た
い
に

『
小
さ
か
っ
た
君
へ
』

 　

市
ノ
瀬
小
学
校

　
　
　

６
年　

水
野　

優
樹

　
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、
学
生
等
が
修
学
等
の
環
境

を
維
持
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る
た
め
、
臨
時
特
別
給
付
金
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
児
童

が
属
す
る
世
帯
主
へ
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
申
請
期
限

ま
で
に
お
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

対 　
令
和
４
年
12
月
１
日
（
基
準

日
）
に
お
い
て
、
上
富
田
町
に

住
民
登
録
の
あ
る
平
成
16
年
４

月
２
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

給
付
金
額 

　
１
人
あ
た
り

　
２
０
、０
０
０
円

申 　
３
月
10
日
㊎
ま
で

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問 　
教
育
委
員
会
事
務
局

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

修
学
等
支
援
臨
時
特
別
給
付
金

の
お
知
ら
せ
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君
は
ゆ
っ
く
り　

生
ま
れ
た

君
は
ゆ
っ
く
り　

か
ら
を
や
ぶ

っ
た

君
は
よ
ち
よ
ち　

歩
き
だ
し
た

君
は
早
く　

育
っ
た

君
は
早
く　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
し
た

君
は
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン　

走
っ
た

そ
れ
で
も

君
は
ぼ
く
に
あ
ま
え
る

小
さ
か
っ
た
あ
の
と
き
み
た
い
に
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公民館からのお知らせ

時

場

生馬公民館

生馬公民館作品展

問教育委員会事務局(生馬公民館担当)　☎47-5930

生馬公民館(㊊・㊌・㊎)　☎47-2881

問教育委員会事務局(岩田公民館担当)　☎47-5930
岩田公民館(㊏・㊐を除く)　☎47-2020

朝来公民館

市ノ瀬公民館

文化財めぐり ～紀伊風土記の丘を訪ねて～
（県立自然博物館・道の駅四季の郷公園・紀伊風土記の丘）

2月11日㊏午前9時～午後5時
2月12日㊐午前9時～午後3時
生馬公民館

岩田公民館作品展

時

場

2月18日㊏午前9時～午後4時
2月19日㊐午前9時～午後3時
岩田公民館

時

費

定

申

問

3月4日㊏午前8時～午後4時 (予定)
2,000円(昼食代・入館料含む。当日集金)
13名(先着順)
市ノ瀬・下鮎川在住の方：2月6日㊊～14日㊋
町内の方：2月15日㊌～24日㊎
いずれも平日、午前8時30分～午後4時15分
※電話または直接市ノ瀬公民館にお申し込みください。
市ノ瀬公民館（㊊・㊌・㊎）　☎48-0366

時

場

費

持

定

申

問

講師

クッキング教室

ゲートボール大会　参加者募集

「梅ジャム・梅みそ・いちご大福を作ろう」参加者募集
3月2日㊍午前10時～11時30分
岩田公民館　調理室
  津軽　貞子　氏
500円（当日集金）
エプロン・三角巾・マスク
※持ち帰りに必要な容器はこちらで用意します。
16名（先着順）
岩田・岡在住の方　2月6日㊊～2月27日㊊
町内の方　　　　　2月13日㊊～2月27日㊊
いずれも平日、午前8時30分～午後4時15分
※電話で直接岩田公民館にお申し込みください。
岩田公民館（㊏・㊐を除く）　℡４７-２０２０

時

場

費

対

申

問

2月24日㊎午後1時30分～3時30分
岩田ふれあい公園
無料
岩田・岡在住の方
2月6日㊊～2月22日㊌
平日、午前8時30分～午後4時15分
※電話で直接岩田公民館にお申し込みください。
岩田公民館（㊏・㊐を除く）　℡４７-２０２０

グラウンド・ゴルフ大会　参加者募集

時

場

費

対

申

問

3月3日㊎午後1時30分～3時30分
岩田ふれあい公園
無料
岩田・岡在住の方
2月6日㊊～2月27日㊊
平日、午前8時30分～午後4時15分
※電話で直接岩田公民館にお申し込みください。
岩田公民館（㊏・㊐を除く）　℡４７-２０２０

古道歩き

時

場

集

費

定

申

問朝来公民館(㊍・㊐を除く)　☎47-0545

3月19日㊐午前8時～午後4時　(予定)
古座川町日吉神社～虫喰岩～
なちの道の道標地蔵（約9キロ）
上富田文化会館
2,000円（交通費・保険代等）
※昼食・飲み物は各自お持ちください。
20名（申込多数の場合は抽選となります）
朝来・岩崎・南紀の台在住の方
2月20日㊊～2月25日㊏
町内の方
2月27日㊊～3月4日㊏
㊍を除く午前9時～午後4時
※電話または直接朝来公民館へお申し込みください。

市ノ瀬公民館作品展

時

場

問教育委員会事務局（市ノ瀬公民館担当） ☎47-5930
市ノ瀬公民館（㊊・㊌・㊎） ☎48-0366

2月19日㊐午前9時～午後4時
市ノ瀬公民館

岩田公民館

朝来公民館作品展

時

場

問教育委員会事務局(朝来公民館担当)　☎47-5930
朝来公民館(㊍・㊐を除く)　☎47-0545

2月11日㊏午前9時～午後4時
2月12日㊐午前9時～午後3時
引き続きロビー展を17日㊎午後1時まで開催します。
朝来公民館（朝来コミュニティセンター）



　１２月２日、男性のための料理教室を開催しました。

講師は、津葉井 真紀先生（管理栄養士・FCJAフード

コーディネーター）、参加者は小学生から６０代までの

１２名でした。

　岩田公民館では、岩田在住の林 利子さんによる

パッチワークを中心とした作品展を開催しています。

パッチワーク作品は配色も美しく、ビーズを所々にあし

らったものやデザインが目を引く季節感のあるタペス

トリー、おしゃれなバッグなどがあり、その他に洋服な

ども展示しています。

　林さんに作品作りについてお尋ねすると「１０年余り

前、田辺でパッチワークを習い始め、その後近所の人に

誘われて岩田公民館のパッチワー

クサークルに入会しました。必要

な材料や色合わせなどは、堀惠子

先生に教えていただいています。

次は何を作ろうかと考え、材料を

　１２月１１日、３年ぶりとなる親子教室

を開催し、クリスマス・お正月に向けての

フラワーアレンジメント作品を作りました。講師は朝

来在住の上地 和子先生です。

　アレンジに使う材料の多くは花壇や道端でよく見るア

ジサイやねこじゃらし、松ぼっくりなどで、公民館の近く

でお花を育てている方にもご協力いただきました。それ

らを、先生がドライフラワーにしてラッカーで色付けした

り、ワイヤーをつけたりして準備してくださいました。　

　子どもたちはクリスマスキャンドル、保護者はお正月

リースづくりです。

　各テーブル４人ずつに分かれ、いざ調理開始。包

丁を持つ手がぎこちなくても、料理なんてしたこと

ない人も、津葉井先生のご指導の下、各グループみ

るみる料理が出来上がっていき、時間内に３品作り

上げて片づけまで済ませることができました。

　今回のメニューは、

豚肉の生姜焼き、シン

プルポテトサラダ、五

色なますでした。塩分

量も３品で２.８gと健

康にも優しくおいしい料理でした。 

　レシピは朝来公民館にありますので、興味のあ

る方はお声掛けください。

用意する時が楽く、思うような作品に仕上がった時は

嬉しいです。これからもいろいろなものを作りたいで

す」と答えてくれました。

　丁寧に仕上げ

られ、温もりを

感じる林さんの

作品を多くの方

にご覧いただけ

れば幸いです。

　普段道端で見慣れたものも、少しの工夫と手間でこ

んなに素晴らしい作品に生まれ変わるんだと驚き、ま

た、一つ一つの作品は、同じ材料でも個性あふれる仕

上がりとなっていました。

時 ３月２３日㊍まで

　　　午前8時30分～午後4時（平日）

場 岩田公民館 展示スペース

男性のための料理教室

林  利 子 氏による 作 品 展

親子教室　フラワーアレンジメント 朝来公民館

岩田公民館
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朝来公民館

展　示　風　景



　昨年市ノ瀬地区で、任意団体Daruma CLUBが

「Welcome to ICHINOSE」を開催しました。　

　イベントでは、アサギマダラフォトコンテスト・

アートコンテストが行われました。今回、出品され

た中から選ばれた最優秀・優秀作品他、計１２点

をロビー展示しています。

　フジバカマの花に群れる蝶たちの姿をさまざま

な視点から撮影・制作された作品は心を和ませて

くれます。

時 ２月２８日㊋まで

　　　午前8時30分～午後5時15分（平日）

場 上富田文化会館（ロビー）

問 教育委員会事務局　☎ ４７‐５９３０

アサギマダラ フォト・アート作品展

入
　
選

  

【 

小
学
一
年
生 

】　

こ
お
ろ
ぎ
が
く
さ
の
と
こ
ろ
で
は
ね
て
い
る  

　

岩
田
小
学
校
　
　
　
お
お
す
み
　
れ
の
か

一
年
生
は
じ
め
て
ま
い
た
あ
さ
が
お
よ  　

            

岩
田
小
学
校
　
　
　
松
　
場
　
　
大
　
洋

た
ん
ぼ
で
ね
し
お
か
ら
と
ん
ぼ
つ
か
ま
え
た  　

朝
来
小
学
校
　
　
　
ひ
ろ
は
た
　
そ
う
た

な
つ
や
さ
い
み
ん
な
で
た
べ
て
お
い
し
い
な  　

            

朝
来
小
学
校
　
　   

や
ま
も
と
　
あ
　
さ

あ
せ
か
い
て
き
ょ
う
は
ダ
ン
ス
の
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い  
市

市
ノ
瀬
小
学
校
　   

い
し
み
ず
　
ち
　
え

 

【 

小
学
二
年
生 

】　

夏
休
み
早
く
お
き
て
よ
お
と
う
さ
ん 　

岩
田
小
学
校
　
　
　
神
　
屋
　
　
　
　
渉

夏
休
み
光
っ
て
は
し
る
よ
じ
て
ん
車
が 　

岩
田
小
学
校
　
　
小
で
ら
　
し
ん
た
ろ
う

た
い
よ
う
で
き
ら
き
ら
光
る
夏
の
海  　

岩
田
小
学
校
　
　
　
み
や
本
　
　
ま
　
い

ふ
う
り
ん
よ
か
ぜ
と
な
か
よ
し
は
ず
む
音  　

朝
来
小
学
校
　
　
　
く
ど
う
　
　
け
ん
と

あ
め
あ
が
り
元
気
に
な
っ
た
よ
夏
の
空  　

市
ノ
瀬
小
学
校
　
　
さ
　
こ
　
　
あ
か
り

 【 

小
学
三
年
生 

】　

　
行
き
た
い
な
向
こ
う
の
花
火
す
ご
い
音 　

朝
来
小
学
校
　
　
　
岡
　
田
　
　
　
　
理

お
っ
き
い
な
パ
パ
の
せ
な
か
で
泳
い
で
る 　

朝
来
小
学
校
　
　
　
北
　
本
　
　
祐
　
莉  

飲
ん
じ
ゃ
っ
た
出
て
こ
な
い
か
な
ス
イ
カ
の
芽  　

            

朝
来
小
学
校
　
　
　
下
　
川
　
　
菜
　
美

た
け
の
こ
が
の
こ
の
こ
の
こ
と
大
空
へ  　

朝
来
小
学
校
　
　
　
山
　
下
　
　
い
お
り    

カ
ブ
ト
ム
シ
り
っ
ぱ
な
角
が
オ
ス
じ
る
し 　

朝
来
小
学
校
　
　
　
な
　
す
　
　
か
な
た

　
【 

小
学
四
年
生 

】　

試
合
中
雷
様
よ
な
り
や
ん
で 　

            

朝
来
小
学
校
　
　   

岡
　
本
　
　
憲
　
志    

す
ず
し
げ
な
風
す
き
通
る
川
遊
び　

 

朝
来
小
学
校
　
　
　
森
　
岡
　
　
詩
　
太

弟
が
目
で
追
い
か
け
る
赤
と
ん
ぼ  　

 

朝
来
小
学
校
　
　
　
和
　
田
　
　
美
　
登

こ
ろ
も
が
え
な
つ
か
し
の
服
思
い
出
す  　

岡
小
学
校
　
　
　
　
赤
　
木
　
　
怜
　
凪

富
田
川
夕
焼
け
色
に
そ
ま
っ
て
く 　

市
ノ
瀬
小
学
校
　
　
古
　
川
　
　
り
ゅ
う    

　
【 

小
学
五
年
生 
】　

夏
休
み
海
か
ら
見
え
る
空
の
丸 　

　
岩
田
小
学
校
　
　
　
宮
　
本
　
　
瑛
　
生     

夏
休
み
す
み
っ
こ
ぐ
ら
し
の
ラ
ン
ド
セ
ル　

　
朝
来
小
学
校
　
　
　
斯
　
波
　
　
心
　
美

ふ
う
り
ん
が
風
と
い
っ
し
ょ
に
お
ど
り
だ
す  

　
　
朝
来
小
学
校
　
　
　
愛
　
須
　
　
心
　
晴

た
い
ま
つ
の
炎
と
共
に
送
り
花
火 　

朝
来
小
学
校
　
　
　
山
　
本
　
　
夕
　
莉     

い
ち
ょ
う
の
葉
一
葉
一
葉
と
落
ち
て
ゆ
く 　

朝
来
小
学
校
　
　
　
濵
　
路
　
　
梨
　
那

令
和
四
年
度

　
上
富
田
町
俳
句
大
会
入
賞
作
品
の
ご
紹
介

　
今
回
は
、
小
学
一
年
生
か
ら
小
学
五
年
生
ま
で
の
入
選

句
の
紹
介
で
す
。
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ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身

の
年
金
情
報
を
手
軽
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
こ
と

①
年
金
記
録
の
確
認

②
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

③
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
や
各

種
通
知
書
の
確
認

④
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
等
の
電

子
デ
ー
タ
の
受
け
取
り

⑤
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
等

の
電
子
申
請
　
な
ど

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
初
回
利
用
登

録
は
ス
マ
ホ
＆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
あ
る
と
便
利
で
す
！

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
初
回
利
用
登
録

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン
後
、

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

ト
ッ
プ
画
面
「
注
目
の
情
報
」

欄
に
あ
る
「
年
金
記
録
・
見

込
額
を
見
る
（
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
）」
を
選
択

②「
連
携
に
同
意
す
る
」に
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
と
連
携
」
を
選
択
す
る

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
分
別
回
収
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
ご
み
削
減

に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
２

③
「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録

／
変
更
」
か
ら
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
入
力
す
る

　
→
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
と
の
連

携
が
完
了
！

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
な
い
方
も
、
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ

を
取
得
す
る
と
利
用
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
！

https://w
w

w
.nenkin.go.jp/n_net/

問 

田
辺
年
金
事
務
所

☎
２
４
‐
０
４
３
２

　
令
和
５
年
１
月
10
日
を
も
ち

ま
し
て
、
丹
田
台
町
内
会
集
会

所
で
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
回
収
は

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

　
　
　
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

丹
田
台
町
内
会
集
会
所
の

エ
コ
ス
タ
イ
ル
回
収
終
了
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
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年
金
記
録
や
年
金
見
込
額
を

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
確
認
で
き
ま
す
　

年
金
記
録
や
年
金
見
込
額
を

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
確
認
で
き
ま
す
　



お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
12
月
分
）

◆
税
目
　
　

　
固
定
資
産
税
（
第
４
期
）

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
８
期
）

◆
納
期
限
　

　
２
月
28
日
㊋

※
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、

督
促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
納
税
は
お
早
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前月比
総 数 15,709 人 +31

男 性 7,516 人 +16

女 性 8,193 人 +15

世帯数 7,441 世帯 +24

上富田町の人口と世帯数
令和4年 12月末現在

今
月
の
納
税

　
令
和
４
年
１
月
か
ら
５
月
ま

で
の
期
間
、
上
富
田
町
を
含
む

田
辺
市
消
防
本
部
管
内
で
は
、

火
入
れ
、
た
き
火
や
農
業
に
伴

う
焼
却
行
為
か
ら
火
災
に
発
展

し
た
と
考
え
ら
れ
る
事
案
が
、

火
災
全
体
の
30
％
を
超
え
ま
し

た
。
ま
た
、
田
辺
市
消
防
本
部

管
内
で
は
、
平
成
28
年
か
ら
令

和
３
年
ま
で
、６
年
連
続
で
「
た

き
火
」
が
出
火
原
因
の
１
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
内
の
ゴ
ミ
や
産
業
廃
棄

物
な
ど
の
焼
却
行
為
は
、
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
却
行
為
の
禁
止
の
例
外
の

一
つ
に
、
農
業
等
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
軽
微
な
焼
却

（
例
：
梅
の
剪
定
枝
の
焼
却
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

※
例
外
で
認
め
ら
れ
て
い
る
行

為
で
も
、
時
間
帯
、
風
向
き
、
煙

の
発
生
量
を
抑
え
る
な
ど
の
配

慮
が
必
要
で
す
。

　
例
外
で
認
め
ら
れ
て
い
る
焼

却
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
、
消

防
署
へ
「
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙

や
火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
行
為
」
の
届
出
が
必
要
で
す
。

消
防
署
に
届
出
を
行
う
理
由
は
、

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
知

ら
せ
る
た
め
で
す
。
焼
却
行
為

を
許
可
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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町民税・県民税の申告、所得税の確定申告の受付は

◇役場税務課による申告相談受付会場

◇町民税・県民税の申告に必要な書類は下記のとおりです。

所得税の確定申告書の作成・送信は、国税庁HPからスマホで簡単・便利♪
スマホのカメラで給与所得の源泉徴収票を自動入力できます。（一度お試しください）

【対象所得】・給与所得　　　　　　　　　　　　　　　・事業所得

・雑所得（公的年金等）　 　　　・一時所得

・特定口座年間取引報告書

（上場株式等の譲渡・配当所得等）

・上場株式等の譲渡損失額（前年繰越分）

◇予約システムの導入について

令和５年２月１６日㊍から３月１５日㊌まで

岩田公民館

市ノ瀬農村環境改善センター

大谷総合センター

①マイナンバーカードか、その通知カードと運転免許証、公的医療保険の被保険者証などの本人確認書類

②収入を証明できるもの（源泉徴収票や収支内訳書）

③各種控除証明書

④領収書（医療費控除や寄付金控除を追加する場合）や医療費通知書

⑤身体障害者手帳等（障害者控除を追加する場合）

⑥申告されるご本人名義の通帳か振込口座のわかるもの（所得税の還付が見込まれる場合）

⑦代理申告される場合、委任状と代理で申告される方の本人確認書類も必要です。

待ち時間の短縮や効率的な受付を目的として、Webによる予約システムを導入しています。

スマホやパソコンから希望する日時を選択いただき、予約する方法です。

2月中旬から運用開始予定ですのでご利用ください。

なお、お電話では予約することはできませんのでご注意ください。

右記QRコードのほか町ホームページにもお知らせを掲載しています。

役場　２階　中会議室

必

　要

　書

　類

開設場所 開設日 相談受付時間 対象地域

 2月22日㊌

 2月27日㊊

 2月28日㊋

9:00～11:30、

　　13:00～16:00

2月16日㊍～3月15日㊌
（㊏・㊐・㊗を除く）

町内全域

ご都合のよい会場
へお越しください。

← 所得税確定申告書の
　 作成はこちらから！

税務課課税班（⑥番窓口）　☎ 34-2371問

　令和５年１月１日現在、上富田町内に住所を有する人は、令和４年中の所得を申告する必要があります。

会社等で年末調整が済んでいる場合は改めて申告する必要はありませんが、修正や各種控除を追加する場合は

申告が必要となります。

　申告書は、町民税・県民税の課税資料と国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料などの算出資

料、所得証明書等の発行資料となりますので、必要事項を正しく記入し、期限内に提出してください。

　国民健康保険に加入されている世帯主の人や所得証明書等が必要となる人は、収入がなかった場合でも申告

書を提出してください。

　なお、確定申告の青色申告や申告分離課税（利子・配当・先物取引・譲渡・山林・退職所得）、相続税、消費税

については、役場で申告を受付することはできません。

　青色申告、申告分離課税、相続税、消費税の申告は田辺税務署へご連絡をお願いします。

＊相談受付時間は、混雑状況により早めに受付を終了する場合がありますのでご了承ください。

＊諸事情により上記時間にお越しいただくのが困難な場合は、事前に税務課課税班までご連絡ください。

＊新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会場内でのマスク着用や消毒、検温等にご協力をお願いします。

①～⑦の書類をご持参ください。


